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きい 6 月には約 50 mg/L 前後と高かったが、その後 SS 濃度は次第に低下し、水田の落水
期以降は 20～30 mg/L に低下した。実験水路の SS 濃度は、水路流下に伴いほぼ直線的に
低下し、水路末端(184m)では SS 濃度は 3.80～6.67 mg/L まで低下した。本水路での SS
の削減率は 6 月を除いて 85～90%で、SS 除去速度は 20～53 g/m2/日に達したと報告して
いる。 
 流入水の T-N 濃度は 1.5～2.0mg/L、T-P 濃度は 0.13～0.24mg/L で、同様に、水田排水
等の影響を受けて季節変動がみられた。実験水路における T-N 濃度および T-P 濃度は C
地点（60m）でそれぞれ 30～40%削減されるが、水路の中流以降では濃度低下は緩慢にな
り、水路末端における T-N と T-P 濃度はそれぞれ 0.86～1.16mg/L と 0.07～0.11mg/L(T-N
削減率：22～52%、T-P 削減率：40～58%)になった。また、T-N と T-P の除去速度はそれ













ダ　イ　ズ 6/2～9/27 1.0 2.56 H17調査
ケ　ナ　フ 5/26～10/24 1.0 2.65 H17調査
チューリップ 4/20～6/23 1.0 2.28 H16調査
セ　ロ　リ 6/24～10/15 1.0 1.59 H16調査
ヘ　チ　マ 6/24～10/15 1.0 1.74 H16調査





























 平成 20 年度は、試験開始時で試験条件と流出水質に明確な関係は認められなかった。
試験期間中の流入水の平均水質は、SS 66mg/L、COD 12 mg/L、T-N 1.2 mg/L および T-P 
0.37 mg/L であったが、水路 50m を流下した際の平均除去率は SS 75％、COD 1％、T-N 














































った水槽では 320g、植栽面積の半分のヒロハノエビモを下部約 5cm 残して刈った水槽で























（mg/L） （g/m2/日） （mg/L） （g/m2/日）
ヒロハノエビモ 1.53 0.11 0.05 0.007
センニンモ 1.28 0.12 0.03 0.008
ホザキノフサモ 1.33 0.13 0.02 0.008
マコモ 0.69 0.14 0.02 0.008
ヨシ 0.73 0.14 0.02 0.008
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